
七'４ふ

ヽ･

,r一ぺ

ヽjﾚ｀iSI染　　白十こ

　帝暴均ｴｺｰ一久

　第14号

19S1　1　25　｀

　発　　行

北海道腎臓鰐患者連絡協徽会

　　　札幌市豊平区ﾆ

　.阿部隆　方

※事務局長後任決まる！

　

・

年が明けてから初めての事務局ニュースを皆さ

んの元にお屑けいたします。

昨年、13月８日に‘留目事務局長が急遮され事務

局長が不在のままでしたが、活勣の上からも、

このままの状態では不都合なため、事務局長の・

後任を選出することになり、去る1月１８日（日）

北農健保会館4こおいて、岩崎会長、広岡副会畢

　

（苫小牧）堀口副会長（室､蘭）。松山幹事（旭川）

をはじめ、１２名の運営委員の出席のも･と運営委

員会が開催されました。

席上、福士事務局次長より、あらえめて留目事

務局長の急池が報告され、黙埓を捧けた扱会議

にはいりました。

討議の結果、運営上も事務局は札幌市内に置か

なければならないこともあり
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を新事務局長。

として全会一致で選任しました。

迦脊協発足から今日まで事務局を一手に引き受

けて。会の発展に多大な寄与をされました留目

夫人に心からの感謝を込めてということで、岩

崎会長から感謝状と記念品の贈呈が提案され、

全会一致でこれを承認し、豪だ･る3月１日開催予’

定のブロック会議において贈られることとなり

まし､た。

また席上、岩崎会長から留目夫人に対して「・

今後、大変なこととは存じますが、これからも

ｰ道腎協のため|に|お力をお貸ｿｿしﾚいﾉた|だ_含ま_尨二_と__

のお願いがあり、都合の許す限り会議等には出

席していただくこと･に､なり「道腎協とのつなか

りをたたずにこれからも共に歩んで行きたい」

との心良いご返事を留目夫人からいただきまし

た。

※全腎協国会請願集計報告

昨年暮にかけまして展開しました金腎協国会

請願署名につきまして、次の通り集計がまと

まりましたので報告いたします。

Ｉ
Ｉ

ブロック名 署名縁･数Å カンパ金額　1=q

札　倫 4,520 239,574.

苫小牧 ９８２ 63,960

室　蘭 ５６４ 30,000

函　館 1,095 69, 150

旭　川 ７４４ 40,000

，　留　前 ４２３ 30,840

稚　内 ２１２ 12,306

釧　路 i ,440 51,220

帯　広 １０２ Ｊ２，６５８

北　見 900 U6,8S0

合　雷 10,982 666,588

※カンパ金額は道腎協、全腎協への合曾t額で

す．

2月３日（汲）には、東京で請願行動がありま

すが、北海道からは．広岡副会長、阿部事務

局長が代表として出眠することになりました．

．※通院交通費道管助戌に対する

　　　　　　　　　

ワク拡大の要望

　

昨年７月１日より、．道の透析患者に対する通院
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交通費の助成がはじまりましたが、実際lこそ

の恩恵を受けている人は全体の１／３にも鴉だ

ない状況にあります。

道腎協としては、所得制限などを緩和もしく

は撤廃の要望を道に対して｡働きかけることと

なりました。

要望書については現在、事務局で勘案中です

が、各地区におられる助成を受けている方々

の実態を知りたいと思いますので、現在、／
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